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分数のたし算

【話し合い 1】

ここに、5 等分して印
しるし

をつけている 1 ｍの定ぎがあります。

この定ぎを使って 5
3 ｍと 5

4 ｍの紙テープをはかりとりま
す。

この紙テープを重ならないようにして横につなげると何ｍ

になるでしょうか。

ア 5
3 ｍ＋ 5

4 ｍ＝ 10
7 ｍ （　　）人

イ  5
3 ｍ＋ 5

4 ｍ＝ 5
7 ｍ （　　）人

話し合いましょう。意見が変わったら、と中でかえていい

です。

5
4 ｍ

？ｍ

5
3 ｍ
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5
3 ｍと 5

4 ｍの紙テープを分数タイルで表すと、

1

5
4 ｍ5

3 ｍ

ｍ

のようになります。これを横につなげてみましょう。

すると、 5
7 ｍになりました。

1

5
4 ｍ5

3 ｍ

5
7 ｍ

ｍ
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では、実さいに横につないだ紙テープの長さをはかってた

しかめましょう。

5
7 ｍは 1 5

2 ｍですから、1 ｍの定ぎの長さと半ぱの長さが

5
2 ｍであれば、たしかめられたことになります。

分母が同じ分数をたす時には、分母の大さきは変わりませ

ん。分子だけをたせばよいことが分かります。

分母ア
分子イ ＋ 分母ア

分子ウ ＝ 分母ア
分子イ＋分子ウ

【問題 1】

次の分数のたし算をしましょう。この問題では、答えが仮

分数になってもそのままでいいです。

① 6
4 ＋ 6

1 ＝

② 9
2 ＋ 9

5 ＝

③ 15
11 ＋ 15

6 ＝

④ 7
4 ＋ 7

5 ＋ 7
6 ＝

⑤ 13
2 ＋ 13

7 ＋ 13
5 ＝
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【問題 1のこたえ】

① 6
5 　② 9

7 　③ 15
17 　④ 7

15 　⑤ 13
14

分数のたし算の型
かた

分け

分数には、真分数、帯分数、仮分数の 3 種
しゅ

類
るい

がありますが、

これから勉強する分数のたし算では、仮分数は帯分数に直す

ことにします。また、帯分数は、整数と真分数からできてい

るので、真分数は整数部分がない帯分数、整数は真分数部分

がない帯分数と考えます。

このように考えると、全ての分数のたし算を

帯分数＋帯分数
としてあつかうことができます。

ところで、分数にも「くり上がり」があります。

分数部分をたした時、1 かそれよりも大きな分数になった時

「くり上がる」と言います。

例えば、分母が 5 の分数で言えば、答えが 5
5 や 5

7 になれば、

くり上がると言います。仮分数は帯分数に直しますから、 5
5

は 1 に、 5
7 は 1 5

2 にします。

整数部分がない帯分数 ……… 真分数

真分数部分がない帯分数 …… 整数
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そこで、全ての分数のたし算は、「帯分数＋帯分数」にまと

められ、くり上がりがあるかないかで型分けができます。

帯分数＋帯分数（くり上がりなし）⑴

この型の代表は、 1 7
2 ＋ 2 7

3  のような計算です。分数部分

にくり上がりがありません。

この式から整数部分を取りのぞくと、

1 7
2 ＋ 7

3 ， 7
2 ＋ 2 7

3 ， 7
2 ＋ 7

3

の 3 種類の式ができます。これらは、

1 7
2 ＋ 0 7

3 ， 0 7
2 ＋ 2 7

3 ， 0 7
2 ＋ 0 7

3

のような帯分数と考えるのです。

それでは、 1 7
2 ＋ 2 7

3 を計算してみましょう。

先生から 75mm の折り紙を 4 まいいただいて、32 ページ

の「分数くん」を使って 1 7
2 と 2 7

3 の分数タイルを用意し

ましょう。（1 まいの折り紙から 7
2 と 7

3 が取れます。整数タ

イルは折りません。）

帯分数＋帯分数（くり上がりなし）

帯分数＋帯分数（くり上がりあり）
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作った分数タイルを見ると、整数部分同し、分数部分同し

をそれぞれ集めてたすのがごく自然なことが分かります。

21 7
32 7

＋ ＋

整数同しをたす 分数同しをたす

ですから、

 1 7
2 ＋ 2 7

3  ＝（1 ＋ 2）＋（ 7
2 ＋ 7

3 ）

＝ 3 ＋ 7
5

＝ 3 7
5

なのですが、ふ通は下の矢印のように考えて、いきなり答え

を書いてもかまいません。

 1 7
2 ＋ 2 7

3  ＝ 3 7
5

整数同し 分数同し
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【問題 2】

次の分数のたし算をしましょう。ここでは、いちど帯分数

の形に直してから計算するようにしています。

① 1 7
2 ＋ 7

3 ＝ 1 7
2 ＋ 0 7

3 ＝

② 7
2 ＋ 2 7

3 ＝ 0 7
2 ＋ 2 7

3 ＝

③ 7
2 ＋ 7

3 ＝ 0 7
2 ＋ 0 7

3 ＝

④ 4 6
4 ＋ 5 6

1 ＝

⑤ 3 5
1 ＋ 5 5

2 ＝

⑥ 3 15
9 ＋ 15

4 ＝ 3 15
9 ＋ 0 15

4 ＝

⑦ 5 8
3 ＋ 8

2 ＝ 5 8
3 ＋ 0 8

2 ＝

⑧ 9
4 ＋ 6 9

3 ＝ 0 9
4 ＋ 6 9

3 ＝

⑨ 11
5 ＋ 2 11

3 ＝ 0 11
5 ＋ 2 11

3 ＝

⑩ 15
4 ＋ 15

7 ＝ 0 15
4 ＋ 0 15

7 ＝
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【問題 2の答え】

① 1 7
5 　② 2 7

5 　③ 7
5 　④ 9 6

5 　⑤ 8 5
3

⑥ 3 15
13 　⑦ 5 8

5 　⑧ 6 9
7 　⑨ 2 11

8 　⑩ 15
11

帯分数＋帯分数（くり上がりなし）⑵

5 ページでは、 1 7
2 ＋ 2 7

3  の整数部分を取りのぞいてみま

したが、今度は分数部分を取りのぞいてみましょう。

すると、

1 7
2 ＋ 2， 1 ＋ 2 7

3 ， 1 ＋ 2

の 3 種類の式ができます。これらは、

1 7
2 ＋ 2 7

0 ， 1 7
0 ＋ 2 7

3 ， 1 7
0 ＋ 2 7

0

のような帯分数と考えることができます。

この他には、かた方からは整数部分を、もうかた方からは

分数部分を取りのぞいた次の2つの式がありますが、これらは、

一つの帯分数を表していることになります。

1 ＋ 7
3 （＝ 1 7

3 ）　←　（1 7
0 ＋ 0 7

3 ）

7
2 ＋ 2（＝ 2 7

2 ）　←　（0 7
2 ＋ 2 7

0 ）
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【問題 3】

次の分数のたし算をしましょう。ここでも、いちど帯分数

の形に直してから計算するようにしています。

① 1 7
2 ＋ 2 ＝ 1 7

2 ＋ 2 7
0 ＝

② 1 ＋ 2 7
3 ＝ 1 7

0 ＋ 2 7
3 ＝

③ 1 ＋ 2 ＝ 1 7
0 ＋ 2 7

0 ＝

④ 4 6
4 ＋ 5 ＝ 4 6

4 ＋ 5 6
0 ＝

⑤ 3 5
1 ＋ 5 ＝ 3 5

1 ＋ 5 5
0 ＝

⑥ 3 ＋ 2 15
4 ＝ 3 15

0 ＋ 2 15
4 ＝

⑦ 5 ＋ 3 8
2 ＝ 5 8

0 ＋ 3 8
2 ＝

⑧ 6 ＋ 9
3 ＝ 6 9

0 ＋ 0 9
3 ＝

⑨ 5 ＋ 11
3 ＝ 5 11

0 ＋ 0 11
3 ＝

⑩ 15
7 ＋ 4 ＝ 0 15

7 ＋ 4 15
0 ＝

← 分母はどんな
大きさでもよい
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【問題 3の答え】

① 3 7
2 　② 3 7

3 　③ 3　④ 9 6
4 　⑤ 8 5

1

⑥ 5 15
4 　⑦ 8 8

2 　⑧ 6 9
3 　⑨ 5 11

3 　⑩ 4 15
7

帯分数＋帯分数（くり上がりあり）⑴

この型の代表は、 1 7
3 ＋ 2 7

6  のような計算です。分数部分

にくり上がりがあります。

この式から整数部分を取りのぞくと、

1 7
3 ＋ 7

6 ， 7
3 ＋ 2 7

6 ， 7
3 ＋ 7

6

の 3 種類の式ができます。これらは、

1 7
3 ＋ 0 7

6 ， 0 7
3 ＋ 2 7

6 ， 0 7
3 ＋ 0 7

6

のような帯分数と考えることができます。

それでは、 1 7
3 ＋ 2 7

6 を計算してみましょう。

先生から 75mm の折り紙を 1 まいいただいて、32 ページ

の「分数くん」を使って 7
6 の分数タイルを作りましょう。（他

のタイルは 5 ページのタイルを使います。）



11

ここで、分数部分を見ると、 7
9 ＝ 1 7

2 になっていること

に気づきます（下図）。これが、くり上がりです。ですから、

式に表すと
 1 7

3 ＋ 2 7
6  ＝（1 ＋ 2）＋（ 7

3 ＋ 7
6 ）

＝ 3 ＋ 7
9 ＝ 3 ＋ 1 7

2

＝（3 ＋ 1）＋ 7
2

＝ 4 ＋ 7
2 ＝ 4 7

2

なのですが、かん単に次のように書くと
よいでしょう。

 1 7
3 ＋ 2 7

6  ＝ 3 7
9 ＝ 4 7

2

分数タイルを見ると、今度も、整数部分同し、分数部分同
しをそれぞれ集めてたすのがごく自然なことが分かります。

31 7
62 7

＋ ＋

整数同しをたす 分数同しをたす

整数同し

帯
たい

仮
か

分
ぶん

数
すう

 ⇨ 帯分数

分数同し

くり上がった 1
を整数に加える

2
7

1
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【問題 4】

次の分数のたし算をしましょう。①から④のように、と中

の答え（帯
たい

仮
か

分
ぶん

数
すう

）を書きましょう。

① 1 7
3 ＋ 7

6 ＝ 1 7
9 ＝

② 7
3 ＋ 2 7

6 ＝ 2 7
9 ＝

③ 7
3 ＋ 7

6 ＝ 7
9 ＝

④ 4 6
4 ＋ 5 6

5 ＝ 9 6
9 ＝

⑤ 3 5
4 ＋ 5 5

3 ＝

⑥ 3 15
11 ＋ 15

7 ＝

⑦ 5 8
5 ＋ 8

7 ＝

⑧ 9
4 ＋ 6 9

7 ＝

⑨ 11
7 ＋ 2 11

10 ＝

⑩ 15
12 ＋ 15

7 ＝
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【問題 4の答え】

① 2 7
2 　② 3 7

2 　③ 1 7
2 　④ 10 6

3 　⑤ 9 5
2

⑥ 4 15
3 　⑦ 6 8

4 　⑧ 7 9
2 　⑨ 3 11

6 　⑩ 1 15
4

帯分数＋帯分数（くり上がりあり）⑵

くり上がりのある帯分数同しのたし算では、整数部分を取

りのぞくことはできますが、分数部分を取りのぞくことはで

きません。分数部分をかた方でも取りのぞくと、くり上がり

のない「帯分数＋帯分数」の計算になります。

ところで、帯分数同しのたし算の中には、くり上がってちょ

うど整数になる場合があります。それは、分数同しをたした

時に、ちょうど 1 になる場合です。例えば、

2 7
3 ＋ 6 7

4 ＝ 8 7
7 ＝ 9

のような時、和
わ

は整数になります。
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【問題 5】

次の分数のたし算をしましょう。①のように、と中の答え

（帯
たい

仮
か

分
ぶん

数
すう

）を書きましょう。

① 1 7
3 ＋ 7

4 ＝ 1 7
7 ＝

② 7
3 ＋ 2 7

4 ＝

③ 7
3 ＋ 7

4 ＝

④ 4 6
4 ＋ 5 6

2 ＝

⑤ 3 5
2 ＋ 5 5

3 ＝

⑥ 3 15
11 ＋ 15

4 ＝

⑦ 5 8
5 ＋ 8

3 ＝

⑧ 9
4 ＋ 6 9

5 ＝

⑨ 11
7 ＋ 2 11

4 ＝

⑩ 15
11 ＋ 15

4 ＝
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【問題 5の答え】

① 2　② 3　③ 1　④ 10　⑤ 9　⑥ 4　⑦ 6　⑧ 7　⑨ 3　⑩ 1

【話し合い 2】

2 つの帯分数をたしてくり上がる時、いつも 1 だけくり上

がるのでしょうか。それとも 2 以上くり上がることがあるの

でしょうか。あなたはどう思いますか。

ア いつも 1 だけくり上がる （　　）人

イ 2 以上くり上がることもある （　　）人

話し合いましょう。意見が変わったら、と中でかえていい

です。
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くり上がる数の大きさ

帯分数の中でくり上がりに関係があるのは分数の部分だけ

です。ですから、分数同しをたした時、どうなるかを考えれ

ばよいことになります。

3
3 のような分母と分子が同じ大きさの分数は仮分数の仲間

なので、真分数は必ず 1 よりも小さい数です。そこで、1 よ

りも小さい数を 2 つたした時、2 よりも大きな数になるかど

うかを考えればよいことになります。

この時、分数で考えなくても、1 よりも小さい数であれば、

どんな数でも同じ結果になります。そこで、1 の大きさとして

1 ｍを考えてみます。1 ｍよりもほんの少し短いテープと、や

はり 1 ｍよりもほんの少し短いテープをつなげたとしたら、2

ｍをこえるでしょうか。

そんなことはありませんね。

真分数は 1 よりも小さいのですから、真分数を 2 つたして

も 2 以上になることはありません。つまり、整数へとくり上

がる場合も必ず 1 だけなのです。

ですから、正かいは ア です。

ただし、真分数を 3 つ以上たすと、2 以上くり上がる場合

があることも知っておきましょう。
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帯分数を仮分数に直して計算する方法

これまでは、全ての分数を帯分数として計算してきました

が、ここでは、帯分数を全て仮分数に直して計算する方法を

しょうかいします。

この方法では、問題が仮分数で出されている時の答えは仮

分数か真分数でよいのですが、帯分数で問題が出されている

時は、答えは帯分数か真分数にします。（ただし、これらはそうし

なくてもまちがいではありません。）

例えば、問題が仮分数の時は、

5
29 ＋ 5

18 ＝ 5
47

としますが、問題が帯分数の時は、

5 5
4 ＋ 3 5

3 ＝ 5
29 ＋ 5

18 ＝ 5
47 ＝ 9 5

2

とします。

この方法のよい点は、くり上がりを気にすることなくでき

ることです。でも、全ての分数を帯分数として計算してきた

君たちには、3 5
3 ＋ 5 5

4 の式を見れば、すぐに答えが分かり

ますね。
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分数のひき算

【話し合い 3】

ここに、5 等分して印
しるし

をつけている 1 ｍの定ぎがあります。

この定ぎを使って 5
3 ｍと 5

2 ｍの紙テープをはかりとりま
す。

この 2 本の紙テープの長さのちがいは何ｍでしょうか。

ア 5
3 ｍ− 5

2 ｍ＝ 0
1 ｍ （　　）人

イ  5
3 ｍ− 5

2 ｍ＝ 5
1 ｍ （　　）人

話し合いましょう。意見が変わったら、と中でかえていい

です。

5
4 ｍ

？ｍ
5
3 ｍ
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5
3 ｍと 5

2 ｍの紙テープを分数タイルで表すと、

1

5
2 ｍ5

3 ｍ

ｍ

のようになります。これを重ねてみましょう。

すると、差
さ

は 5
1 ｍになりました。

5
3 ｍ5

2
ｍ
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分母が同じ分数を引く時には、分母の大さきは変わりませ

ん。分子だけを引けばよいことが分かります。

分母ア
分子イ − 分母ア

分子ウ ＝ 分母ア
分子イ−分子ウ

【問題 6】

次の分数のひき算をしましょう。この問題では、答えが仮

分数になってもそのままでいいです。

① 6
5 − 6

1 ＝

② 8
13 − 8

4 ＝

③ 15
22 − 15

4 ＝

④ 7
26 − 7

5 − 7
1 ＝

⑤ 13
26 − 13

7 − 13
3 ＝
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【問題 6のこたえ】

① 6
4 　② 8

9 　③ 15
18 　④ 7

20 　⑤ 13
16

分数のひき算の型
かた

分け

分数のひき算にも、帯分数を仮分数に直して計算する方法

がありますが、この方法は後でしょうかいすることにして、

これから勉強する分数のひき算では、全ての分数を帯分数と

考えて、帯分数同しのひき算をします。

ところで、分数にも「くり下がり」があります。

分数部分を引こうとした時、引く数の方が引かれる数より

も大きくて引けないことがあります。このような時、くり下

げることになります。

例えば、1 5
3 から 5

4 を引く場合、 5
3 から 5

4 は引けません。

このような時、くり下げる計算が必要になります。

そこで、全ての分数のひし算を、「帯分数−帯分数」のひき

算と考え、くり下がりがあるかないかで型分けをします。

整数部分がない帯分数 ……… 真分数

真分数部分がない帯分数 …… 整数

帯分数 − 帯分数（くり下がりなし）

帯分数 − 帯分数（くり下がりあり）
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帯分数 − 帯分数（くり下がりなし）

この型の代表は、 2 5
3 − 1 5

2  のような計算です。分数部分

にくり下がりがありません。

この式から整数部分を取りのぞくと、

2 5
3 − 5

2 ， 5
3 − 1 5

2 ， 5
3 − 5

2

の 2 種類の式ができます。これらは、

2 5
3 − 0 5

2 ， 0 5
3 − 1 5

2 ， 0 5
3 − 0 5

2

のような帯分数と考えることができます。

次に、分数部分を取りのぞくと、

2 5
3 − 1， 2 − 1 5

2 ， 2 − 1

の 3 種類の式ができますが、2 − 1 5
2 にはくり下がりがあり

ます。これらは、

2 5
3 − 1 5

0 ， 2 5
0 − 1 5

2 ， 2 5
0 − 1 5

0

のような帯分数と考えることができます。

それでは、 2 5
3 − 1 5

2 を計算してみましょう。

先生から 75mm の折り紙を 1 まいいただいて、32 ページ

の「分数くん」を使って 5
3 と 5

2 の分数タイルを用意しましょ

う。（1 まいの折り紙から 5
3 と 5

2 が取れます。他のタイルは

5 ページのタイルを使います。）
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ですから、

 2 5
3 − 1 5

2  ＝（2 − 1）＋（ 5
3 − 5

2 ）

＝ 1 ＋ 5
1

＝ 1 5
1

なのですが、ふ通は下の矢印のように考えて、いきなり答え

を書いてもかまいません。

 2 5
3 − 1 5

2  ＝ 1 5
1

作った分数タイルを見ると、整数部分同し、分数部分同し

を引けばよいことが分かります。

21 5
32 5

整数同し

残りをたす

分数同し

− −

整数同しを引く 分数同しを引く
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【問題 7】

次の分数のひき算をしましょう。ここでは、いちど帯分数

の形に直してから計算するようにしています。

① 3 7
5 − 2 7

3 ＝

② 6 6
5 − 3 6

2 ＝

③ 13 5
3 − 5

1 ＝ 13 5
3 − 0 5

1 ＝

④ 4 13
10 − 13

7 ＝ 4 13
10 − 0 13

7 ＝

⑤ 8
7 − 8

2 ＝ 0 8
7 − 0 8

2 ＝

⑥ 15
9 − 15

4 ＝ 0 15
9 − 0 15

4 ＝

⑦ 5 8
3 − 3 ＝ 5 8

3 − 3 8
0 ＝

⑧ 3 9
4 − 2 ＝ 3 9

4 − 2 9
0 ＝

⑨ 6 − 2 ＝ 6 7
0 − 2 7

0 ＝

⑩ 15 − 6 ＝ 15 9
0 − 6 9

0 ＝

← 分母はどんな
大きさでもよい

← 分母はどんな
大きさでもよい
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【問題 7の答え】

① 1 7
2 　② 3 6

3 　③ 13 5
2 　④ 4 13

3 　⑤ 8
5

⑥ 15
5 　⑦ 2 8

3 　⑧ 1 9
4 　⑨ 4　⑩ 9

帯分数−帯分数（くり下がりあり）

この型の代表は、2 5
2 − 1 5

4  のような計算です。分数部

分にくり下がりがあります。

この式から整数部分を取りのぞくと、

2 5
2 − 5

4 ， 5
2 − 1 5

4 ， 5
2 − 5

4

のただ 1 つの式ができます。これらは、

2 5
2 − 0 5

4 ， 0 5
2 − 1 5

4 ， 0 5
2 − 0 5

4

のような帯分数と考えることができます。

次に、分数部分を取りのぞくと、

2 5
2 − 1， 2 − 1 5

4 ， 2 − 1

の 3 種類の式ができますが、2 − 1 5
4 のみがくり下がりのあ

る式です。これらは、

2 5
2 − 1 5

0 ， 2 5
0 − 1 5

4 ， 2 5
0 − 1 5

0

のような帯分数と考えることができます。
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以上の他には、かた方からは分数部分を、もうかた方か

らは整数部分を取りのぞいた次の式があります。

2 − 5
4 　←　（2 5

0 − 0 5
4 ）

5
2 − 1　←　（0 5

2 − 1 5
0 ）

それでは、 2 5
2 − 1 5

4 を計算してみましょう。

先生から 75mm の折り紙を 1 まいいただいて、32 ページ

の「分数くん」を使って 5
4 の分数タイルを作りましょう。（ 5

2

は22ページのを、他のタイルは5ページのタイルを使います。）

41 5
22 5

【話し合い 4】

このままでは分数部分が引けませんね。でも、分数タイル

を見れば分かるように、2 5
2 の方が 1 5

4 よりも大きいのです

から、引けるはずです。

では、どうすればよいのでしょうか。あなたはどう思いま

すか。

話し合ってみましょう。
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答えが 5
3 であることがわかります。これを式に表すと

 2 5
2 − 1 5

4  ＝ 1 5
7 − 1 5

4

＝（1 − 1）＋（ 5
7 − 5

4 ）

＝ 5
3

なのですが、かん単に次のように書くとよいでしょう。

2 5
2 − 1 5

4  ＝ 1 5
7 − 1 5

4 ＝ 5
3

2 5
2 の分数部分のタイルがたらないので引けないのですか

ら、整数部分の 2 のうちの 1 を借
か

りてきて、 5
5 のタイルにし

ます。すると、下の図のようになって、2 5
2 が 1 5

7 になります。

整数同し 分数同し

⇨22 5
71 5

では、1 5
7 の上に 1 5

4 を重ねてみましょう。
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前ページの計算では、整数部分の 2 のうちの 1 を借
か

りてきて、

5
5 のタイルにしましたが、これは、分数の部分にくり下げる

ためのじゅんびです。そして、その 5
5 を分数部分にたして

2 5
2 を 1 5

7 にします。これで、整数 1 を分数へとくり下げ

たことになります。分数の計算におけるくり下げとは、1 の大

きさの整数を分数に変えて、分数部分へ持っていくことです。

いいかえれば、帯分数を 1 5
7 のような帯

たい

仮
か

分
ぶん

数
すう

の形に変え

るということです。

【問題 8】

① 3 7
3 − 1 7

4 ＝ 2 7
10 − 1 7

4 ＝

② 6 6
1 − 3 6

5 ＝ 5 6
7 − 3 6

5 ＝

③ 2 5
3 − 5

4 ＝

④ 5 8
5 − 8

7 ＝

⑤ 4 − 1 5
4 ＝ 4 5

0 − 1 5
4 ＝ 3 5

5 − 1 5
4 ＝

⑥ 5 − 2 11
5 ＝

⑦ 9 − 5 3
2 ＝

はぶいてよい
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【問題 8の答え】

① 1 7
6 　② 2 6

2 　③ 1 5
4 　④ 4 8

6 　⑤ 2 5
1

⑥ 2 11
6 　⑦ 3 3

1

帯分数を仮分数に直して計算する方法

分数のひき算でも、帯分数を仮分数に直して計算すること

ができます。

この方法では、たし算の時と同じように、問題が仮分数で

出されている時の答えは仮分数か真分数でよいのですが、帯

分数で問題が出されている時は、答えは帯分数か真分数にし

ます。（ただし、これらはそうしなくてもまちがいではありません。）

例えば、問題が仮分数の時は、

5
28 − 5

19 ＝ 5
9

としますが、問題が帯分数の時は、

5 5
3 − 3 5

4 ＝ 5
28 − 5

19 ＝ 5
9 ＝ 1 5

4

とします。

この方法のよい点は、くり下がりを気にすることなくでき

ることです。でも、全ての分数を帯分数として計算してきた

君たちには、5 5
3 − 3 5

4 の式を見れば、暗算でも答えが分か

りますね。
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《ふ録
ろく

》分数のたし算・ひき算の一らん表

分数の計算では、帯分数同しの計算を元にしますが、真分

数や整数も計算にふくまれます。これらは帯分数のうち、整

数部分がなくなったり、真分数部分がなくなったりしたもの

と考えるのでしたね。

また、計算にはくり上がりがあるものやくり下がりがある

ものがありました。

下の表は、これらのことを「帯分数が真分数や整数に変化し

た形」で分けて表にしたものです。整数と整数は省
はぶ

いています。

たし算 ひき算

計算 くり上がり 計算 くり下がり

帯分数と帯分数 いつも ○ あるかも ＞の時だけ ○ あるかも

帯分数と真分数 いつも ○ あるかも いつも ○ あるかも

真分数と帯分数 いつも ○ あるかも

帯分数と整数 いつも ○ ない ＞の時だけ ○ ない

整数と帯分数 いつも ○ ない ＞の時だけ ○ 必ずある

真分数と真分数 いつも ○ あるかも ＞の時だけ ○ ない

真分数と整数 いつも ○ ない

整数と真分数 いつも ○ ない いつも ○ 必ずある
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前のページのふ録の表は、覚えることはありませんが、そ

れぞれの場合について「なるほど」「その通り」とわかるか試
ため

しておきましょう。

これで、分母が同じ場合の分数のたし算とひき算の問題は、

全ての型を勉強しましたから、どんな問題でもとけるように

なったはずです。自分の力を計算ドリルなどでたしかめてお

きましょう。

ところで、分母が同じでない分数の場合、例えば

1 3
2 ＋ 2 4

3

のような分数の計算は、どうすればよいのでしょうか。あな

たはきっと「分母が同じになれば計算ができるのに」と思う

ことでしょう。

このような分母の大きさがちがう分数の計算は、5 年生で勉

強します。5 年生になるのが待ち遠しいですね。
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【感想】

名前　　　　　　　　　　

この勉強は、楽しかったですか。下のア〜オに○をつけま

しょう。

ア　たいへん楽しかった

イ　楽しかった

ウ　楽しくもつまらなくもなかった

エ　楽しくなかった

オ　全ぜん楽しくなかった
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